






Investigation of Historical Earthqua主es(的
Earthquake and Tsunami Damages and Seismic Intensity Distribution 
by the Ansei Earthquake of December 23， 1854 
Kumizi IIDA 
The巴arthquakeand tsunami damages caused by the Ansei Tokai earthquake of 1854 are 
investigated from old documents coll巴ctedfor understanding the damage locality and the 
occurr巴ncecharacteristics of an earthquake in Tokai district. The distribution of seismic 
int巴nsityand tsunami inundation heights along the sea coast are also studied. Tokaido district 
along the Pacific coast was hit by the large tsunami of this earthquake， the largest h巴ightof which 
was estimated at about twenty one meters at Ohsatsu， Shima Peninsula， Mie prefecture， Japan. 
This earthquake epicenter was estimated as longitude 135.0 E， latitude 34.0 N in Enshunada， 
Tokaido. About 8300 houses were destroyed and washed away and about 600 houses wer巴burned
out and about one thousand inhabitants were killed including drowned peoples. The magnitude 
of the Ansei巴arthquakewas estimated at 8.3. The distributions of inundation height and seismic 


































































場 所 死 者 家屋倒壊数
愛知県
)1 死者多し 50% 




村 松 5P 





大 塚 35戸，寺 1
小坂井 3 30 
下 地 多し
赤 坂 多し 30% 














































者| 家屋倒壊数 | 家屋半壊その他
岡 崎 10~30% 6 
宮 崎 あり 5~6 
本 宿 半壊多し 5 
藤 )1 30% 山崩で民家7分i貴 6 
知日 立 30 6 
刈 谷 50% 元禄島沈没 6~7 
安 域 5 
高 浜 有 堤防被害 5~6 
大 浜 有 堤防被害 5~6 
杭『 尾 有 5~6 
油ケ沸l 寺1，燈台 1 5~6 
長 篠 地割 5 
新 減 5~6P 5~6 
加 戊 地割 5~6 
熱 回 30~50 神社大破 6 
津 島 60戸，寺 1 筏場で10軒全壊 6 
佐 屋 半壊2，破損30 5~6 
今市場 10戸，寺 l 6 
向 島 2 5~6 
一色村 20戸 寺 1，半壊 6 
紙切町 10 6 
名古屋 城下有，宿町大半 武家屋敷147破損，損家多し 6 
鳴 海 表町30余，屋舎大半 6 
境 )1 3~4 損傷 5 
起 12 17半壊 6 
横須賀 5~6 5~6 
大 野 5~6 
半 田 負傷多数 多数 牛ケ池決壊 6 
常 滑 少々 5~6 
西 浦 多数 6 
河 平日 有 5~6 
野' 間 有 5~6 
内 海 20 40半壊 6 
三重県






四日市 191 242 6~7 
白 平 有 5~6 
神 戸 有 5~6 
松 阪 有 5~6 
津 多数 多数半壊 6 
大 湊 有 5~6 
4鳥 羽 6 100 600戸半壊 6 
今 浦 10戸，流失60 5~6 
堅 神 50戸流失，寺 1 5 
竪 子 5流失 5 
170 飯田汲事
場 所 死 者 家屋倒壊数 家屋半壊その他 推定震度
相 差 280流失 5 
本 浦 70流失 5 
甲 賀 30 300流失 5 
和 具 100 270流失/400中 5 
越 賀 30余 180流失 5 
上 社 多数流失 5 
}I 崎 多数流失 5 
古 和 5 240流失/300中 5 
山 田 300 6 
鈴 鹿 なし 4~5 
二木島 30~40 180流失/200中 5 
尾 鷲 198/3.913中 660流失/959中 68半壊流失 5 
ヲ| 本 5~6 5 
須賀利 なし 4~5 
鳴勝浦 110流失 4~5 
長 島 23 700流失/1.000中 5 
錦 25溺死 150流失 5 
新 鹿 80%流失 5 
大 f白 80%流失 5 
和歌山県
勝 浦 多数流失 5 
奈良県





彦 根 45 域内大破 6 




瀬 田 少々 5~6 
膳 所 城櫓崩落 5 
岐阜県
今 須 少々半壊 5~6 
関ヶ原 少々半壊 5 
大垣(町) 1.負傷1 13 5~6 
大垣〔村) 5 5~6 
長野県
高 遠 城内 5 
松 本 5 52 76戸半壊.91戸焼失 6 
松 代 51 土蔵多 152半壊. 576大破，土蔵大破多し 5~6 
飯 回 有 櫓破損 5 
伊 那 破損 5 
大阪府
大 阪 3.傷有 10.土蔵1.社2 家83戸，寺社6.土蔵 l等半壊 5~6 
静岡県
白須賀 50% 火災有 6 

























































































































































































者| 家屋倒壊数 | 家屋半壊その他 E自
沼 津 4~5 半壊42，出火所，域内大潰焼失 6 
沼津(村) 4，939 7 
島 986/1，074中 半壊47，焼失45 7 
下 回 多し，流死99 841流失/875中 半壊30 5~6 
君津・金鳥 30流失/130中 5 
海 17~18流失/30 5 
津 多し 120流失/120中 5 
長 浜 30流失/60中 5 
重 須 多し 55~56流失/55~56 5 




古 { 子 25~26流失/60 5 
久 領 31流失/16 5 
足 保 7流失/16 5 
江 梨 。/60 5 
竹 回 。/70 5 
P 田 多し 250流失/800 5 
土 』巴 32~33流失/40 100余水漬 5 
八木津 20流失/130 5 
字久須 40流失/130 5 
升田子 250余浸水 5 
仁 科 20%流失 5 





子 浦 5流失/60 5 
山梨県
甲 府 341 6 
布 施 2 5~6 
荊 沢 128/146 12半壊 7 
大 塚 30% 6 
大 津 47/50 7 
大鳥居 140/200 7 
鰍 沢 695/700 7 
南 湖 200/300 7 
古市場 50% 7 
花 巻 50/80 7 
鮎 沢 50% 7 
{ 邑 沢 90% 7 
十日市場 30% 6 
寺 部 90% 7 
高 田 300/320 20半壊 7 
下市之瀬 5/50，土蔵3 大破10 6 
岩 間 9 33半壊 6 
増 積 土蔵破損 5 
白 根 有 5 
歴史地震の研究(6) 173 
場 所 死 者 家屋倒壊数
神奈川県
小田原




















































































































を測定し21m と推定。 100軒余流失，残り 50~60軒大破。
波高 6~ 7 m(羽鳥， 1978)， 280軒流失(青窓紀聞〕。第
3 波が高さ 21m，第 4 波は 6~9m。
堅子 5軒流失。波高5m (青窓紀聞〉。
国府潮の高さ 3~4 丈 (9 ~12m)程天神下の三反
田で波打ち，村方一円海原。村内の家々浸水，深さは下
筋で 6~7 尺余，家の中は 3 尺 2 寸ほどの高さ。津波は
歴史地震の研究(6) 175 






わ波高 3 丈 5 尺，波先17~18丁来る。流家134水死11。浜




者100人余(羽鳥， 1978・飯田， 1979) 300軒余流失(地
震海溢記〕。津波高さ 8~9m。
越賀波高 3 丈，波先 5~6 丁上がる。高波で御高
札所及び普門寺倒れ，流家21全壊家23同寺1。破損家12
溺死3人。波高 9m (鳥羽志摩新誌〉。
賢島流家70軒水死者 7 人。波高 4~5m。
野千坊縄手汐打越し，その後高さ約3，4丈4，5 
度来襲。波高 9m。






波高 5~6 m (羽鳥， 1978)。
五ケ所浦地震後半時間で津波，汐天井までついた家
30軒，流家44軒全壊30軒水死 1 人，津波の高さ 4~5m
(羽鳥， 1978)。家屋・土蔵流失76棟，死 1~2 人，汐入
24~25軒，米500流失，高さ 1 丈 5 尺， 2波3波は高さ 1
丈2尺〔五ケ所浦正泉寺資料〉。
船越流家 3 浸水家27水死 1 。波高 3~4m。
内瀬全壊 1 半壊 6 。波高 4~5m。
迫間浦














賓浦 105戸中流家67半壊38水死 3，浦の浜波高 l丈
















神前津(吉津〉 地蔵院本堂浦に流入，津波 7~8 回，
飛鳥明神の鳥居門口まで浸入。弁財天無事，氏神の小鳥
居大日堂流失，波高 7m (羽鳥，1978)0 8分通り流失。















波高 5m (羽鳥， 1978)。

















津波 3 回 2 波目最大15~16尺，仏光寺縁下約 2 尺浸水，



































m (羽鳥， 1978)。以上から津波推定高 6~10m。




































































































怪我人 I 名(豊橋市史)。波高 3~4m と推定。
高洲新田 堤防破壊 1大被害。波高 3m余。
幡豆郡













































































1978)。困地300石中 6 分通荒地。津波高 4~5m。






























5~6 m (静岡県， 1978)。
子浦 150戸中4戸流失，倒潰2戸，死2人，水位5
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